
（
一
）
左
京
三
条

一
坊
十
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
一≡
一次
調
査

６
Ａ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｋ
三
九
九
五
土
坑

し
て
も
各
片
が
直
接
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
も
と
の
大
き
さ
や
、
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
漆
容
器

の
形
態
な
ど
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
墨
痕
は
最
も
外
側
に
出
て
い
る
断
片
の
漆
付
着

面
に
四
行
残
り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
確
認
で
き
る
。
行
間
は
約
二

。
一
側
、
字
の
大
き

さ
は
本
文
○

。
九

ｃｍ
、
双
行
部
○

・
六

側
四
方
。
整

っ
た
楷
書
体
で
書
か
れ
る
。
界
線
、
印
影

な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
裏
面
か
ら
観
察
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

内
容
は
、
人
名
の
下
に
年
齢
と
年
齢
区
分

（現
存
部
分
で
は
小
子
と
正
女
に
限
ら
れ
る
）
を
細

字
双
行
で
記
し
た
歴
名
で
あ
り
、
そ
の
下
に

「浮
浪
」
の
註
記
が
あ
る
も
の
も
み
え
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
す
る
と
計
帳
に
類
似
し
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
整

っ
た
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

各
戸
か
ら
提
出
さ
れ
た
手
実
で
は
な
く
、
浄
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
行
目
と
三
行
日
で
は
、
人
名
の
右
傍
に
墨
点
が
そ
れ
ぞ
れ
ニ
カ
所
ず
つ
残
る
。
両
者
と
も

上
下
の
間
隔
は
約
二

。
一
Ｃｍ
で
あ
る
。
二
例
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
三
点
し
か
な
い
の
で
確
言
で
き

な
い
が
、
こ
の
間
隔
か
ら
考
え
て
画
指
で
あ
る
と
み
て
も
矛
盾
は
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
付
さ

れ
た
時
点
が
、
こ
の
計
帳
様
文
書
作
成
と
同
時
で
あ
る
か
、
後
に
何
ら
か
の
目
的
で
こ
の
歴
名

を
使
用
し
た
際
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
現
存
計
帳
類
に
は
同
様
の
画
指
の
例
は

な
い
。

正
倉
院
に
現
存
す
る
京
畿
内
の
計
帳
に
お
け
る
浮
浪
逃
亡
註
記
は
、
「逃
」
と
記
す
も
の
、

ズ
某
所
に
）
在
」
と
記
す
も
の
に
限
ら
れ
、
「浮
浪
」
と
記
す
も
の
は
本
資
料
が
初
め
て
見
つ

か
っ
た
例
と
な
る
。
そ
の
下
の

「和
」
の
次
の
文
字
は
、
金
偏
の
第
三
画
目
ま
で
が
残
る
の
で
、

「和
銅
」
と
な
り
、
浮
浪
認
定
年
次
の
註
記
で
あ
る
。

次
に
、
本
文
書
の
年
代
で
あ
る
が
、
浮
浪
逃
亡
者
の
計
帳
記
載
に
つ
い
て
は
、
戸
令
戸
逃
走

条
に
規
定
す
る
三
周
六
年
法
が
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
天
平
五
年

（七
三
こ

「右
京
計
帳
」
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
年
齢
を
手
が
か
り
と
す
る
と
、
数
え
年
九
歳
の

者
が
和
銅
年
間

（七
〇
人
～
七
一
五
）
に
浮
浪
と
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
書

の
内
容
上
の
年
代
は
、
和
銅
元
年
以
降
、
養
老
七
年

（七
壬
こ

以
前
と
な
る
。

一

（漆
付
着
面
）

ｘ□嶋
樽執
浮浪柾脚咆

ｘ□樽計

ｘ

□

安

女

酢

幻

ｘ

×

れ

十

ｘ

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
６
６
Ｓ

本
文
書
は
漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
入
つ
折
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
で
破
壊
を
被

っ
て
い
る
。
現
状
で
は
縦
四

。
人

硼
、
横
四

・
Ｏ

ｃｍ
の
三
角
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
仮
に
展
開



（二
）
平
城
宮
跡
東
南
隅
出
土
漆
紙
文
書

第
三
二
次
補
足
調
査
　
６
Ａ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｄ
四
一
〇
Ｏ
Ａ
溝

二

（オ
モ
テ
面
）

□
□

〔長
力
〕

□
□
呂

□

□
荒
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
鵞

縦
五
・
二
飩
、
横
九
・
五
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
認
め
ら
れ
、
三
行
残
存

し
て
い
る
。
二
行
日
の
左
に
界
線
状
の
縦
線
が
認
め
ら
れ
る
が
、
明
確
で
な
い
。

一工

（オ
モ
テ
面
）

〔番
力
〕

□
厘
長

現
状
で
縦
九

・
七

ｃｍ
、
横
五

字
は
オ
モ
テ
面
に
認
め
ら
れ
、　
一

３
一）
左
京
二
条
一

Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
溝

四

（オ
モ
テ
面
）

日

□

□
田
八
段

〔麻
力
〕

□
□
里
長
谷
部
赤
男
戸
百
廿
歩

日

□

□〔歩
力
〕

６
ヽ
６
【

二

甑
の
断
片
で
あ
る
が
、　
一
部
分
折
れ
曲
が

っ
て
い
る
。
文

行
残
存
し
て
い
る
。
界
線
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

縦
八

・
Ｏ

ｃｍ
、
横
四

。
人

硼
の
不
整
形
の
断
片
で
、
他
に
も
直
接
は
接
続
し
な
い
が
同

一
紙

と
み
ら
れ
る
断
片
が
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
四
行
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。
行
間
は
約
○

・
九

伽
、

字
の
大
き
さ
は
約
○

・
五
～
○

・
七

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
こ
の
他
、
横
界
状
の
墨
線
が
あ
る
こ
と
、

「丘
」
「桑
」
の
字
が
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
三
行
日
に
戸
主
名
の
下
に
田

積
を
記
載
す
る
。
戸
主
の
本
貫
と
思
わ
れ
る
地
名
表
記
に

「里
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文

書
は
郡
里
制
も
し
く
は
郡
郷
里
制
下
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
里
名
の
二
文
字
日
は
糸
偏
の

文
字
で
あ
る
。

一坊
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
六
人
次
調
査
　
６
Ａ
Ｌ
Ｇ

的
匈
『
６
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五
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
□

〔廿
力
〕

□
□
□費

亀
二
年

日

□

五
ｂ

（漆
付
着
面
）

Ｘ
□

八
人
小
子

　

一
人
黄
□

尻葵賃
人人

異憂辮
□冒 大
著呂と  /Jヽ

拾   坊
卑
人

jlF
口
弐
拾
津
人

的
匈
噺
６

漆
付
着
面
を
内
側
に
二
つ
折
り
に
し
て
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
状
態
で
縦
九

・
八

ｃｍ
、
横

九

・
○

∽
を
測
る
。
展
開
す
る
と
直
径
約

一
人

ｃｍ
の
円
形
に
復
元
で
き
る
。
紙
継
目
は
な
い
。

オ
モ
テ
面
は
肉
眼
で
も
墨
痕
を
観
察
で
き
る
が
、
資
料
を
水
で
濡
ら
し
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
漆
付
着
面
の
文
字
も
確
認
で
き
る
。

オ
モ
テ
面

（五
こ

に
は
四
行
の
墨
書
が
あ
る
が
、
三
行
日
と
四
行
日
の
間
に
約
五
行
分
の

空
白
が
あ
る
。
行
間
は
約

一
。
九

側
、
字
の
大
き
さ
は
約
○

・
人

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
な
ど

は
確
認
で
き
な
い
。
宝
亀
二
年

（七
七
こ

の
年
紀
が
あ
る
が
、
月
日
の
な
い
点
や
記
載
位
置

か
ら
す
る
と
、
文
書
作
成
年
そ
の
も
の
と
は
考
え
難
い
。

漆
付
着
面

（五
ｂ
）
に
は
人
行
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
行
間
は
約

一
・
五

ｃｍ
、
字
の
大
き
さ

は
約

一
・
二

硼
四
方
で
あ
る
。
縦
界
線
が
確
認
で
き
、
界
幅
は
約

一
・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
内
容
は

左
京
ま
た
は
右
京
の
計
帳
で
、
あ
る
戸
の
冒
頭
の
統
計
記
載
で
あ
る
。
正
倉
院
に
現
存
す
る
計

帳
と
比
較
す
る
と
、　
一
行
日
か
ら
順
に
、
本
貫
、
戸
主
名
＋

「手
実
」
、
去
年
の
計
帳
の
回
数

合
計
、
帳
後
破
除
の
日
数
、
帳
後
新
附
の
回
数
、
今
年
の
計
帳
の
回
数
合
計
、
不
課
回
数
の
合

計
、
不
課
日
の
内
訳
と
い
っ
た
記
載
内
容
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
各
行
の
書
き
出
し
位
置
を
推
定

す
る
と
、
他
の
計
帳
と
合
わ
な
い
点
が
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
「手
実
」
と
あ
る
が
、

本
貫
が

「同
坊
」
と
直
前
の
戸
を
う
け
た
記
載
で
あ
り
、
ま
た
直
前
に
紙
継
目
も
な
い
の
で
、

各
戸
か
ら
提
出
さ
れ
た
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
浄
書
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
本
計
帳
の
作
成
年
は
、
三
歳
以
下
の
年
齢
区
分
と
し
て

「黄
」
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
天
平
勝
宝
九
歳

（天
平
宝
字
元
年
、
七
五
七
）
の
養
老
令
施
行
以
降
で
あ
ろ
う
。
大
数
字
、

楷
書
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
界
線
を
有
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
五
ｂ
が

一
次
文
書
で

五
ａ
が
二
次
利
用
で
あ
ろ
う
。



６

Ａ

Ｈ

Ｊ

（四
）
左
京
八
条
三
坊
十
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
九
三
次
調
査

Ｓ
Ｄ
一
一
五
五
溝

六

（オ
モ
テ
面
）

□
□
□

□

□
□

水
猪
□

七

（オ
モ
テ
面
）

〔濃
力
〕

□
中

（五
）
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
出
土
漆
紙
文
書

第

一
三
一
上
二
一
次
調
査
　
６
Ａ
Ｆ
Ｆ

同
時
に
出
土
し
た
漆
容
器
蓋
紙
は
、
接
合
す
る
と

一
一
片
の
断
片
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
本
来

同

一
の
蓋
紙
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
相
互
の
位
置
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
墨
書
は
こ
の

う
ち
九
片
の
オ
モ
テ
面
に
計
二
〇
文
字
分
確
認
で
き
る
。
ま
と
ま
つ
た
墨
書
の
あ
る
二
片
に
つ

い
て
釈
文
を
掲
げ
た
。
六
は
、
縦
七

・
五

ｃｍ
、
横
六

。
二

Ｃｍ
、
七
は
、
縦
三

・
三

Ｃｍ
、
横

一
・

八

硼
を
測
る
。
六
に
つ
い
て
み
る
と
、
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
四

ｃｍ
四
方
、
行
間
は
約

一
。
九

ｃｍ
で
あ
る
。
界
線
、
印
影
、
漆
付
着
面
の
墨
痕
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。
漆
容
器
の
縁
辺
部
に

あ
た
る
円
弧
状
の
部
分
が
残

っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
直
径
を
推
定
す
る
と
、
約

一
五
～

一
人

ｃｍ

と
考
え
ら
れ
る
。

包
含
層

八

（オ
モ
テ
面
）

襲

鱒
　

　

　

　

口

日

日

□

〔進
力
〕

□
十

一
日
□
分
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巧
Ｒ

ヽ
き
和
噺
鱒

漆
の
パ
レ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
直
径

一
二

。
人

ｃｍ
の
漆
付
着
土
師
器
の
椀
Ａ

（平
城
宮
土
器
Ⅳ
）
に
付
着
し
て
い
る
。
紙
自
体
の
遺
存
状
況
は
極
め
て
悪
い
。
オ
モ
テ
面
に
わ

ず
か
に
文
字
が
確
認
で
き
た
。
比
較
的
残
り
の
良
い
部
分
で
観
察
す
る
と
、
字
の
大
き
さ
は
約

○

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線

・
印
影
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
漆
付
着
面
に
つ
い
て
は
水
で

濡
ら
す
な
ど
の
方
法
で
観
察
を
試
み
た
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。



（六
）
左
京
八
条

一
坊
六
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
三
ハ
Ｑ
粂
巻

６
Ａ
Ｈ
Ｌ

Ｓ
Ｂ
三
一
九
〇
掘
立
柱
建
物
柱
穴

九
ａ

（オ
モ
テ
面
）

日
Шｘ□

ｘ

×□
野
×

ｘ

酢

訳

ｘ千
樺
面

ｘ
樺
計

四

一
〔十
力
〕

一
□一

十

一
□一

十
一

ｘ□
女
樽
以

一
□

×

柱

針

一

一

ｘ連
□
□
女
□ｘ咽

口
田
．印
Ⅳ

糸
依
女
樽
以

口
□
ｘ
ｘ連

ｘ
ｘ女
樽
姑

口□
策多麻呂樽執

ｘ
田
部
連
□

ｘ

九
ｂ
１
１

（漆
付
着
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２８

□
売
年
□

□
比
売
年

九
ｂ
１
２

（漆
付
着
面
）

〔五
カ
〕

□
□
□
月
十
六
日
□□

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｎ

本
文
書
は
曲
物
に
入
っ
た
生
漆
の
波
面
に
付
着
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
曲
物
の
木
質
部
分

は
腐
食
に
よ
り
失
わ
れ
て
お
り
、
漆
塊
が
曲
物
に
入
っ
た
形
の
ま
ま
固
化
し
て
残

っ
て
い
る
状

態
で
あ
る
。
曲
物
底
板
に
相
当
す
る
部
分
の
最
大
径

（本
来
の
曲
物
の
内
径
に
あ
た
る
）
は

一

人

・
Ｏ

ｃｍ
、
側
板
内
面
に
付
着
し
た
漆
は
全
周
に
残
り
、
現
存
す
る
高
さ
は
最
大
五

・
五

ｃｍ
で

あ
る
。
蓋
紙
は
本
来
漆
液
表
面
の
全
面
に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
漆
が
完
全
に

固
化
す
る
前
に

一
部
分
が
破
れ
、
漆
が
上
面
に
あ
ふ
れ
出
し
て
回
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

文
字
が
確
認
で
き
る
部
分
は
限
ら
れ
て
い
る
。

文
字
は
オ
モ
テ
面
と
漆
付
着
面
の
両
面
に
残
る
。
オ
モ
テ
面

（九
こ

は
、
二
段
に
わ
た
り

歴
名
記
載
が
あ
り
、
名
前
の
下
に
漑
行
で
年
齢
、
年
齢
区
分
を
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
数
字

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。　
一
一
行
確
認
し
た
が
、　
一
行
日
と
二
行
日
の
間
に

一
行
分
文
字
の
見

え
な
い
部
分
が
あ
る
。
段
間
は
約
四

硼
、
行
間
は
約

一
・
六

ｃｍ
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
本

文
約
○

・
八

ｃｍ
四
方
、
双
行
部
約
○

・
五

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な

お
、
残
存
部
の
最
下
部
に
も
合
計
五
文
字
分
程
度
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
字
配
り
を
確
定



で
き
な
い
の
で
釈
文
表
記
で
は
省
略
し
た
。

漆
付
着
面

（九
ｂ
）
は
、
九
ｂ
１
１

・
２
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漆
塊
に
接
続
す
る

が
、
互
い
に
離
れ
て
お
り
、
位
置
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
三
分
し
て
釈
文

を
提
示
し
た
。
文
字
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
紙
が
し
わ
に
な
っ
た
部
分
に
あ
る
た
め
、

計
測
は
困
難
で
あ
る
。
九
ｂ
１
１
は
、
人
名
を
列
記
し
、
年
齢
を
記
し
た
も
の
で
、
九

ａ
と
類

似
す
る
が
、
女
性
名
の

「
メ
」
の
表
記
が
異
な
る
。
な
お
、
九
ｂ
１
２
に
つ
い
て
は
、
実
体
顕

微
鏡
に
よ
る
観
察
の
結
果
、
当
該
部
分
に
紙
の
繊
維
の
付
着
が
な
か
っ
た
た
め
、
『年
報

一
九
九

人
Ｉ
Ｉ
』
含

九
九
八
年
）
で
は
曲
物
側
板
の
墨
書
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
再
度
観
察
し
た

と
こ
ろ
、
紙
が
な
い
と
し
て
も
、
本
質
部
分
自
体
も
残

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
も
と

も
と
紙
に
書
か
れ
て
い
た
墨
書
が
、
紙
の
繊
維
が
失
わ
れ
て
も
漆
の
中
に
浮
い
た
状
態
で
固
ま

り
、
残

っ
た
も
の
と
判
断
し
た
方
が
良
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
、
漆
紙
文
書
と
し
て
報

告
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
九
ｂ
は
漆
塊
の
側
板
に
相
当
す
る
部
分
に
あ
た
り
、
写
真
撮
影

は
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
図
版
に
は
漆
塊
か
ら
分
離
し
た
断
片
の
写
真
の
み
掲
載
し
た
。

（七
）
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
出
土
漆
紙
文
書

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
調
査
　
６
Ａ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
土
坑

一
〇

（漆
付
着
面
）

戸
主

Ｏ
Ｎ

一
〇
～

一
四
、　
三
ハ
～
三
人
は
、
人
名
、
年
齢
、
年
齢
区
分
な
ど
の
記
載
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
籍
帳
類
の

一
部
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
紙
背
の
墨
書
の
有

無
、
付
着
し
た
漆
の
状
態
の
違
い
、
紙
の
重
な
り
の
有
無
な
ど
か
ら
、
全
て
が
同

一
の
漆
蓋
紙

に
由
来
す
る
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
が
、
同

一
の
蓋
紙
で
も
部
分
に
よ
り
状
態
が
違
う
こ
と

は
あ
り
得
る
し
、
同

一
文
書
が
切
り
分
け
ら
れ
て
異
な
る
漆
容
器
の
蓋
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
同

一
個
体
を
識
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
内
容
上
関
係

が
想
定
で
き
る
も
の
を
類
衆
し
た
。

一
〇
は
、
縦
二

・
一
伽
、
横
二

・
四

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
書
か
れ
て
お

り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
六

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
戸

主
の
人
名
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ｓ
Ｋ
二
〇
〇

一
は
中
地
区
０
に
位
置
す
る
が
、
小
地
区
に
つ
い
て
は
、
南
北
は
Ｋ
～
０
、

東
西
は
４４
～
４５
に
及
ぶ
。
個
々
の
文
書
の
出
土
地
点
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

Ｚ
と
し
た
。
ま
た
、　
一
一
～
五

一
に
つ
い
て
も
同
様
の
た
め
、
中

・
小
地
区
記
載
を
省
略
し
た
。



一
一
（オ
モ
テ
面
）

□
□
□

□
部
石
村
戸
□

メ財
女
□

□
□

縦
七

・
Ｏ

ｗ
、
横
七

・
八

硼
の
断
片
で
あ
る
。

い
た
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
四
行
確
認
で
き
る
。

工

飩
四
方
で
あ
る
。
人
名
を
列
記
し
て
い
る
。

〓
一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
富
売

足
売

一
二
ｂ

（漆
付
着
面
）

二
□

□
□

縦
二
・
三
硼
、
横
三

・
三
飢
の
断
片
で
あ
る
。 オ

モ
テ
面
を
内
側
に
し
て
二
つ
折
り
さ
れ
て

行
間
は
二
・
六

ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は

一
・

文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全

二
ａ
）
に
は
、
二
行
確
認
で
き
る
。
令
間

一
・
八
ｈ
〔
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
側
で
あ
る
。

人
名
を
列
記
し
て
い
る
。
漆
付
着
面

（
一
一一ｂ
）
は
二
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
（
計
測

は
不
可
能
で
あ
る
。

〓
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

□
塩
麻
ｘ

一
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

日
□

□

縦
二
・
三
ｃｍ
、
横
二
・
二
伽
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全
二
ａ
）
に
は
、　
一
行
確
．認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
硼
四
方
で
あ
る
。
男
性
の
名

前
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着
面

（
〓
二
ｂ
）
は
二
行
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
な
ど
の
計
測

は
不
可
能
で
あ
る
。

一
四
ａ

（オ
モ
テ
面
）

メ
廣
富
年
ｘ



一
四
ｂ

（漆
付
着
面
）

〔
一　
カ
〕

□
□

縦
四
・
一
Ｃｍ
、
横
三
・
七
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（
一
四
こ
、
漆
付
着
面

（
一
四
ｂ
）
と
も
に
一
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不

可
能
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
は
別
の
紙
片

（
一
五
）
が
付
着
し
て
い
る
。

一
五

（漆
付
着
面
）

□
□

一
四

ａ
と
オ
モ
テ
面
ど
う
し
で
密
着
し
た
断
片
。
二
文
字
確
認
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
。

一
四
ｂ
と

一
連
の
も
の
か
。

一
六

（オ
モ
テ
面
）

歳

縦
二
・
八
ｃｍ
、
横
二
。
三
硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
一
文
字
確
認
で
き
る
。

文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。
年
齢
記
載
に
関
係
す
る
か
。

一
七

ａ

（漆
付
着
面
）

□
歳

一
七
ｂ

（オ
モ
テ
面
）

縦
三

・
二

Ｃｍ
、
横
三

・
三

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

全

七
ａ
）
は
、
二
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。
年
齢
記
載
に

関
係
す
る
か
。
オ
モ
テ
面

（
一
七
ｂ
）
は
二
行
あ
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
不
可

能
で
あ
る
。

一
八

（漆
付
着
面
）

壱
拾

□

縦
三

・
三

ｃｍ
、
横
三

・
八

側
の
断
片
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大

き
さ
は

一
・
三

硼
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。　
一
行
日
の
左
に
縦
の
墨

界
線
が
確
認
で
き
る
。
大
数
字
だ
け
な
の
で
確
言
で
き
な
い
が
、
書
体
の
共
通
性
、
界
線
の
共

通
性
な
ど
か
ら
考
え
て
、
籍
帳
類
の

一
部
で
あ
り
、
年
齢
記
載
に
相
当
す
る
と
推
定
で
き
る
。

□ □
□



一
九

（漆
付
着
面
）

壱
拾
陸
□

縦
三

・
八
ｃｍ
、
横

一
・
四
処
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
大
き
さ
は

一
‘
一
硼
四
方
で
あ
る
。
筆
跡
が

一
人
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
同
じ
文
書
の

同
種
の
記
載
で
あ
ろ
う
。

三
〇

ａ

（漆
付
着
面
）

□
参
拾

□
□

三
〇
ｂ

（オ
モ
テ
面
。

ａ
と
天
地
逆
）

□
□
七

縦
三
・
七
側
、
横
三
・
二
飢
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

全
一〇
ａ
）
は
二
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
Ｏ
Ｃｍ
一四
方
、
行
間
は
一
。
一
卿
で
あ
る
。
大

数
字
を
記
す
。
オ
モ
テ
面

（一一〇
ｂ
）
は
一
行
あ
る
が
、
文
字
の
天
地
は
二
〇
ａ
と
逆
で
あ
る
。

二
一
（漆
付
着
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

津
□
玖

□
渫

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
縦
二
。
九
ｃｍ
、
横
六

・
六
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆

付
着
面
に
三
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
二
・
Ｏ
Ｃｍ
、
文
字

の
大
き
さ
は
一
・
Ｏ

硼
四
方
で
あ
る
。
各
行
に
大
数
字
を
記
す
。

三
二

（オ
モ
テ
面
）

×
五

女
十

一

縦
四
・
○
伽
、
横
四
。
Ｏ
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
二

行
は
二
本
の
縦
界
線
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
で
、
細
字
双
行
部
分
と
判
断
で
き
る
。
界
幅
は

一
・
人
ｍ
で
あ
る
。
各
行
末
の
文
字
の
下
に
は
横
界
線
も
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は

Ｏ

。
九

卿
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
は
計
測
で
き
な
い
。
内
容
は
、
男
女
の
人
数
の
統
計
に
関
す

る
記
載
か
。



一
〓
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

二
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
百
□□

縦
三
・
六
側
、
横
一
。
九
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

全
百
一
ａ
）
に
は
二
文
字
確
認
で
き
る
が
、
位
置
関
係
か
ら
し
て

「女
」
の
字
は
細
字
右
寄
せ
部

分
で
あ
ろ
う
。
「女
」
の
字
の
大
き
さ
は
○
・
九
�
四
方
で
あ
る
。
行
の
右
に
縦
界
線
、
「女
」

の
字
の
下
に
渡
界
線
が
み
え
る
。
漆
付
着
面

（二
三
ｂ
）
に
は
二
行
墨
痕
が
あ
り
、
数
字
を
記

し
て
い
る
。

こ
四

（オ
モ
テ
面
）

ｘ子
小
子

二
五

（オ
モ
テ
面
）

□
子

縦
一
・
五
飢
、
横
一
・
七
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
左
に
縦
界
線
が
み
え
る
。
文
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
こ
れ
も
年
齢
区
分
の

記
載
か
。

一
三
＾
ａ

（オ
モ
テ
面
）

婢

二
六
ｂ

（漆
付
着
面
）

□

縦

一
・
七
側
、
横
一
・
五
硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（二
六
ａ
）
に
は
一
文
字
確
認
で
き
る
。
字
の
大
き
さ
は
○
。
九
ｃｍ
四
方
で
あ
る
。．
こ
れ
も
籍

帳
類
の
記
載
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着
面

（二
六
ｂ
）
は
一
文
字
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

縦
四

間
は

一

七  一

cm cm

横
三
・
一
伽
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
一面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
行

文
字
の
大
き
さ
は
０
，
九
ｍ
四
方
で
あ
る
。
内
容
は
年
齢
区
分
を
示
す
。



三
七

（漆
付
着
面
）

□
戸

縦
二

。
九

伽
、
横
三

・
二

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
宇
は
漆
付
着
面
に

一
行
確
認
で
き
る
。
文

字
の
左
右
に
縦
界
線
が
わ
ず
か
に
み
え
る
。
界
幅
は

一
・
六

釦
。
文
字
の
大
き
さ
は
Ｏ

。
九

伽

四
方
で
あ
る
。

二
人

（オ
モ
テ
面
）

弐
人
□

縦
二

・
三

Ｃｍ
、
横
二

・
Ｏ

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に

一
行
確
認
で
き
、
行
末

の
文
字
は
右
に
寄
せ
て
い
る
。
字
の
大
き
さ
は

一
。
Ｏ

Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。

二
九

（漆
付
着
面
）

ｘ伯
陸
拾
玖
餅

×□
参
升
穎
稲
卑
□
ｘ

縦
八

・
二

Ｃｍ
、
横
四

・
七

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
墨
痕
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
、
オ
モ

テ
面
す
な
わ
ち
漆
の
付
着
し
て
い
な
い
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
二

。
四

ｃｍ
、
字

の
大
き
さ
は

一
。
二
釦
四
方
で
あ
る
。
品
目
や
数
字
、
単
位
が
釈
読
で
き
、
稲
穀
と
穎
稲
の
数

量
を
追
い
込
み
で
書
い
て
い
る
。
同
様
の
記
載
形
式
の
例
は
、
正
倉
院
文
書
正
集

一
〇
、
天
平
　
　
　
３４

二
年

（七
三
〇
）
大
倭
国
大
税
帳

（『大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻
一
、
三
九
六
頁
～
四
一
三
頁
）

な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
二
行
日
の
第

一
字
目
は

「斗
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
最
末
尾
の

文
字
は

「束
」
に
は
な
ら
な
い
。
三
〇
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

三
〇

（漆
付
着
面
）

□
□

□
上

一

上
十
三

縦
三
・
八
ｃｍ
、
横
六
。
四
硼
の
断
片
で
あ
る
が
、
二
九
の
漆
付
着
面
に
密
着
し
て
い
る
。
墨

痕
は
漆
付
着
面
に
三
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間
一
・
一
Ｃｍ
、

字
の
大
き
さ
は
○
・
五
伽
四
方
で
あ
る
。
字
の
大
き
さ
か
ら
み
て
、
帳
簿
な
ど
の
細
学
部
分
に

あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。

〓
一
一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

稲
十
東



三

一
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□
習

□
□
□

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
縦
四
・
二
∽
、
横
六

・
五
側
の
断
片
で
あ
る
。
墨
痕
は
両

面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（三
一
こ

に
は
一
行
あ
り
、
字
の
大
き
さ
は
一
‘
三
側
口
方

で
あ
る
。
稲
の
数
量
を
記
す
。
漆
付
着
面

（二
一
ｂ
）
は
二
行
あ
り
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字

で
観
察
で
き
る
が
、
不
明
瞭
で
、
字
の
大
き
さ
、
行
間
な
ど
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
。

三
二

（漆
付
着
面
）

郡
司

一縦
三
・
三
飢
、
横
二
・
○
甑
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
一
行
確
認
で
き
る
。

「郡
」
の
上
に
か
す
か
に
横
界
線
が
み
え
る
。
字
の
大
き
さ
は
Ｏ
・
入
釦
四
方
で
あ
る
。

三
三
ａ

（漆
付
着
面
）

□
□

□
奉
塩

三
二
ｂ

（オ
モ
テ
面
）

□

□
臣

□
□

縦
四
‥
七
ｍ
、
横
五
。
一
甑
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
漆
付
着
面

（三
二
ａ
）
に
は
二
行
あ
る
が
、
完
存
し
な
い
た
め
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き

な
い
。
オ
モ
テ
面

（三
三
ｂ
）
に
は
三
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
・
五
ｃｍ
四
方
で
あ
る
が
、

行
間
は
計
測
で
き
な
い
。

三
四

（オ
モ
テ
面
）

□寮
□〔牒

力
〕

縦
二

・
三

ｍ
、
横
二

・
七

飩
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
が
、

完
存
し
な
い
た
め
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
某
寮
発
給
の
牒
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
が
、
前
に

一
行
あ
る
の
で
冒
頭
の
記
載
で
は
な
い
。



二
五

（漆
付
着
面
）

×
呂
申

□
状

縦
三

・
Ｏ

ｃｍ
、
横
六

。
一
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
、
オ
モ

テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は

一
。
一
Ｃｍ
四
方
、
行
間
は
二

・
Ｏ

Ｃｍ
で

あ
る
。
書
状
の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
三
五
の
漆
付
着
面
が
三
六
の
オ
モ
テ
面
に
密
着

し
て
い
る
。

三
六

（オ
モ
テ
面
）

□

縦
五

・
七

ｃｍ
、
横
六

・
Ｏ

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
二
五
と
密
着
し
て
い
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面

か
ら

一
文
字
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。

三
七

（オ
モ
テ
面
）

せ
仔
士
口

□
淳
小

縦
二

・
六

ｃｍ
、
横
三

・
五

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。

字
の
大
き
さ
は
○

・
九

ｃｍ
四
方
、
行
間
は

一
・
六

ｃｍ
で
あ
る
。

三
人

（オ
モ
テ
面
）

ｘ□
周
□
ｘ

〔行
力
〕

ｘ正
覚
明
□
ｘ

〔天

人
力
〕

ｘ道
法
御
□
□
師
号
仏
×

祭
宛
力

Ж

門
中
力

〕
〔
士
心
力

〕

ｘ世
天
□
□
□
菱
□
梵
□
従
人
ｘ

〔遊
力
〕

自
□
□
作
證
　
　
□
彼
説
法
初
妙
ｘ

〔義
力
〕　
　
　
　
〔足
力
〕

妙
□
□
□
□
具
□
□
浄
顕
□
□
×

〔狸
力
〕

□
□
　
　
□
曇
□
×

漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
二
つ
折
り
に
さ
れ
た
状
態
で
、
大
き
く
三
断
片
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
接
続
、
展
開
す
る
と
縦
二

一
・
二

Ｃｍ
、
横

一
四

・
四

ｃｍ
の
断
片
と
な
る
。
復
元
直
径
は
約

二

一
・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
非
常
に
薄
く
、
紙
の
遺
存
状
態
は
良
く
な
い
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
七

行
確
認
で
き
、
行
間
は

一
。
九

ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は

一
。
三

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認

で
き
な
い
。
内
容
は
、
二
行
日
か
ら
六
行
目
ま
で
は

『中
阿
含
経
』
巻
第
五
十
二
の
一
部
で
あ

る
。
欠
損
部
分
を
復
元
す
る
と
後
掲
の
よ
う
に
な
り
、
改
行
箇
所
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
も
の

の
、　
一
行
あ
た
り

一
七
文
字
で
割
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
復
元
に
よ



れ
ば
、　
一
行
日
と
七
行
日
は
文
字
が
経
文
と
合
致
し
な
い
。　
一
行
日
は
当
該
巻
題
目
の

「中
阿

含
経
巻
第
二
十
二
人
品
周
那
経
第
五
」
の

「周
」
に
、
七
行
目
は
訳
者
名
記
載
の

「東
晋
局
賓

三
蔵
程
曇
僧
伽
提
婆
訳
」
の

「窪
曇
」
に
あ
た
る
か
。
但
し
、
書
写
部
分
は

「大
品
周
那
経
第

五
」
で
は
な
く
、
同
じ
巻
第
五
十
二
に
含
ま
れ
る

「大
品
調
御
地
経
第
七
」
の
部
分
で
あ
る
。

従
っ
て
、
経
典
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
は
な
く
、
巻
の
冒
頭
の
題
日
、

訳
者
名
と
経
典
内
の
五
行
を
適
当
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
写
経
生
の
試
字
の
類
か
。
但

し
、
試
字
だ
と
す
る
と
あ
ま
り
長
く
は
な
ら
ず
、　
一
紙
で
完
結
す
る
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
土
坑

か
ら
伴
出
し
た
他
の
文
書
は
巻
子
装
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
反
古
紙
が
大
量

に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
試
字
が

一
紙
の

状
態
で
供
給
さ
れ
た
と
み
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
何
枚
か
貼
り
継
が
れ
た
状
態
で
調
達
さ
れ

た
か
。

経

文

の
復

元

存

線
部
は
釈
読
で
き
る
文
ｇ

中
阿
含
経
巻
第
五
十
二
大
品
周
那
経
第
五

時
如
来
出
世
無
所
著
等
正
覚
明
行
成
為
善
逝

世
間
解
無
上
士
道
法
御
天
人
師
号
仏
衆
祐
彼

於
此
世
天
及
魔
梵
沙
門
梵
志
従
人
至
天
自
知

自
覚
自
作
證
成
就
遊
彼
説
法
初
妙
中
妙
党
亦

妙
有
義
有
文
具
足
清
浄
顕
現
梵
行
彼
所
説
法

東
晋
局
賓
三
蔵
狸
曇
僧
伽
提
婆
訳

（但
し
、
各
行
の
始
ま
り
の
文
字
は
確
定
で
き
な
い
。）

二
九

ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
ｘ

ｘ廃
業

×

ｘ
□
□
ｘ

二
九
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□
□

□
□

縦
三
・
三
ｃｍ
、
横
三
。
人
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
あ
る
。
オ
モ
テ
面

（一一一九
こ

に
は
三
行
あ
り
、
行
間
は
二
・
Ｏ
Ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
Ｏ
Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
但
し
、
三

行
日
は
完
存
し
な
い
の
で
計
測
で
き
な
い
が
、
大
ぶ
り
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
漆
付
着
面

省
一九
ｂ
）
に
は
二
行
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
な
お
、
三
九

ａ
～
四
二
ａ
は

一
連
の
断
簡
で
、

『論
語
』
学
而
篇
、
何
晏
集
解
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
界
線
は
確
認
で
き
な
い
。

四
〇

ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ

ｘ

□

糾

闘

隅

ｘ

ｘ

ｘ
ｘ

□

□
ｘ



四
〇
ｂ

（漆
付
着
面
）

□
□

□

□
□
□

縦
三
・
八
伽
、
横
四
・
三
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
〇
ａ
）
に
は
三
行
あ
り
、
行
間
は
一
・
五
ｃｍ
、
文
字
の
大
き
さ
は
一
。
一
Ｃｍ
四
方
で
あ
る
。

三
行
日
の
二
文
字
目
は
大
ぶ
り
の
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
漆
付
着
面

（四
〇
ｂ
）
に
は
二
行
あ

る
が
、
墨
痕
が
明
瞭
で
は
な
く
、
行
間
、
字
の
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。

四

一
ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
×
ｘ
□
□
×

ｘ
不
知
君
子
不
ｘ

ｘ
□
□
ｘ

四

一
ｂ

（漆
付
着
面
）

〔大
〓
ユ
カ
〕

□
□
小
豆

縦
四

・
六

ｃｍ
、
横
三

・
三

側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四

ａ
）
に
は
三
行
確
認
で
き
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
が
、
行
間
は
計
測
で

き
な
い
。
漆
付
着
面

（四
一
ｂ
）

四
二
ａ

（オ
モ
テ
面
）

ｘ
□
□

ｘ
□
也

に
は

一
行
確
認
で
き
る
が
、
大
き
さ
の
計
測
は
困
難
で
あ
る
。

四
三
ｂ

（漆
付
着
面
）

口

□

縦
二

。
四

ｃｍ
、
横
二

・
五

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
一一
ａ
）
に
は
二
行
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
は
○

。
人

側
四
方
で
あ
る
。
行
間
は
計
測
で
き
な

い
。
二
行
日
の

一
字
目
の
部
首
は
シ
タ
ゴ
コ
ロ
で
あ
る
。
「也
」
の
下
に
は
紙
が
残
る
が
墨
痕

は
な
い
。
漆
付
着
面

（四
二
ｂ
）
に
は

一
行
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
九

ａ
～
四
二
ａ
は

『論
語
』
学
而
篇
、
何
晏
集
解
の
一
部
で
あ
り
、

復
元
す
る
と
後
掲
の
よ
う
に
な
る
。
断
簡
を
文
字
に
従

っ
て
配
置
す
る
と
、
Ｐ
Ｌ
ｌ８
及
び
第
１８

図
の
よ
う
に
な
り
、
直
径
約
八

ｃｍ
の
円
形
で
、
中
心
部
分
が
欠
け
た
形
と
な
る
。

三
九

ａ
の

一
行
日
は
細
字
訊
行
部
で

「学
」
に
あ
た
り
、
三
行
日
の
二
文
字
は
本
文
の
文
字

で

「楽
子
」
に
あ
た
る
。

四
〇

ａ
の

一
。
二
行
日
は
細
字
双
行
部
分
、
三
行
目
の
一
字
目
は
細
字
双
行
部
分
で

「同
」
、

二
文
字
日
は
本
文
の
文
字
で

「人
」
に
あ
た
る
。
な
お
、
通
行
の
写
本
で
は

「説
」
で
あ
る
文

字
が

「悦
」
と
な
っ
て
い
る
。



四

一
ａ
の
一
。
二
行
日
は
細
字
双
行
部
で
、　
一
行
日
の
文
字
は

「怒
」
及
び

「人
有
」
に
あ

た
る
。
三
行
日
は
学
而
篇
の
第
二
条
に
あ
た
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
残
画
が
わ
ず
か
で
あ
り
、

ど
の
文
字
に
あ
た
る
か
は
判
断
で
き
な
い
。

四
三
ａ
の
二
行
日
第

一
字
は
、
『論
語
』
何
晏
集
解
の
該
当
部
分
周
辺
に
お
い
て
シ
タ
ゴ
コ

ロ
の
部
首
を
も
つ
文
字
を
探
す
と

「怒
」
に
あ
た
る
が
、
断
片
の
形
状
か
ら
考
え
て
、
四

一
ａ

の
一
行
日
の

「怒
」
と
は
同

一
文
字
で
は
な
い
。
従

っ
て
、
当
該
条
末
尾
の

「君
子
不
怒
」
の

「怒
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
通
行
の
写
本
で
は
そ
の
次
に

「也
」
は
な
い
。
や
や
疑

問
は
残
る
も
の
の
、
四
三
ａ
で

「也
」
の
直
後
に
文
字
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
文
末
に
あ

た
る
と
考
え
て
よ
く
、
「君
子
不
怒
也
」
と
あ
る
う
ち
の
末
尾
二
字
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、　
一
行
日
は

「有
所
」
に
あ
た
り
、
残
画
は
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
。
な
お
、

こ
の

「有
」
字
は
四

一
ａ
の

「有
」
字
と
同
じ
文
字
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の

『論
語
』
何
晏
集
解
断
簡
は
、
四

一
ａ
に
第
三
行
日
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、　
一
条

日
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
漆
付
着
面
の
方
が
乱
雑
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
オ
モ
テ
面
の

『論
語
』
何
晏
集
解
の
方
が

一
次
利
用
面
で
あ

つ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

た
だ
、
こ
れ
が
反
古
紙
と
な
っ
た
経
緯
に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
。
『論
語
』
何
晏

集
解
は
本
来
完
全
な
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
そ
れ
が
不
要
に
な

っ
て
紙
背
を
利
用
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
仮
に

一
部

分
だ
け
の
抜
き
書
き
だ
と
す
る
と
、
短
い
紙
が
単
独
で
漆
工
房
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
全
文
を
丁
寧
に
書
写
し
た
習
書
で
、
完
成
後
に
不
要
と
な
り
、

紙
背
が
利
用
さ
れ
た
と
み
る
の
も

一
条
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。

『論
語
』
学
而
第

一
何
晏
集
解
の
復
元

（実
線
は
釈
読
で
き
る
文
字
、
点
線
は
残
画
に
矛

盾
が
な
い
文
字
）

子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
子
藝
郷
爵
構
翻

識野蜘唖抑麟贈諧
貼
脚
切
有
朋
自
遠
方
来

不
亦
慕
羽
陶
聞
脚
尺
不
知
而
不
儡
不
亦

君
子
子
融
抑
穀
鮪岬

翁
論
語
注
疏
』
禽
十
三
経
注
琉
』
所
収
〉
に
よ
る
。
但
し

「説
」
は

「悦
」
に
改
め
、
末
尾

「君
子
不
怒
」
の
下
に

「也
」
を
加
え
た
。）



子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
子

孔
子
也
王
国
時
者

学
者

Ｈ

誦
習
以
時
学
熱
鮎
駆
▼

所

不

亦

包日
Ｊ

日
―

阻
怒
也
凡
よ

丑
徊
ヱ
Ｊ
ｆ
丁

私
丸
ぎ
∴
‘イ

F…

馬

口
子
者
男

子
之
通
称
謂

不
知
而
不
阻
不
亦
韓

可喜
田

勢嗣図洋男

2口

同



四
三

（漆
付
着
面
）

□
時
時
□

□
歎
歎

□
□

縦
六

。
二

硼
、
横
五

・
三

側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
三
行
残
る
。
漆
付
着
面

か
ら
は

一
部
の
文
字
し
か
観
察
で
き
な
い
が
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字
で
観
察
で
き
る
。
行
間

一
・
四

硼
、
字
の
大
き
さ
は

一
。
三

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
各
行
ご
と
に
同
じ
字
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
習
書
と
み
ら
れ
る
。

四
四

（漆
付
着
面
）

□
□
□

得
得
得
□

□
傷
傷
□

□
□
□

二
重
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
が
、
展
開
す
る
と
縦
七

・
七

ｃｍ
、
横
五

。
人

ｃｍ

の
逆
三
角
形
の
断
片
と
な
る
。
墨
痕
は
漆
付
着
面
に
四
行
確
認
で
き
、
オ
モ
テ
面
か
ら
左
文
字

で
観
察
で
き
る
。
行
間

一
・
六

ｃｍ
、
字
の
大
き
さ
は

一
・
六

側
四
方
。
各
行
ご
と
に
同
じ
字
を

連
ね
た
習
書
で
あ
ろ
う
。　
一
行
日
の
字
の
偏
は

「耳
」
、
四
行
日
の
字
の
寿
は

「頁
」
で
あ
る
。

四
五

ａ

（オ
モ
テ
面
）

四
五
ｂ

（漆
付
着
面
）

□

縦

一
・
六

ｃｍ
、
横

一
・
二

Ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
確
認
で
き
る
。
オ
モ
テ
面

（四
五
ａ
）
に
は
三
行
あ
る
が
、
完
存
せ
ず
、
字
の
大
き
さ
な
ど
の
計
測
は
で
き
な
い
。
「得
」

の
字
の
筆
跡
が
四
六

・
四
七
と
似
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
同
様
の
習
書
で
あ
ろ
う
。
漆
付
着

面

（四
五
ｂ
）
に
は

一
文
字
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

四
六

（オ
モ
テ
面
）

〔得
力
〕

得
□

□
為□

□ 得 □



漆
付
着
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の

一
枚
。
縦
二

・
六

ｃｍ
、
横
二

。
二

側
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
三
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

は
計
測
で
き
な
い
。
習
書
の

一
部
か
。
な
お
、
も
う

一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

四
七

（オ
モ
テ
面
）

〔得
力
〕

□□
□

漆
付
着
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の

一
枚
。
縦
二

・
○

伽
、
横

一
・
九

ｃｍ
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
が
、
完
存
せ
ず
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
計
測
は
で
き
な
い
。
こ
れ
も
習
書
か
。
な
お
、
も
う

一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な

い
。四

人

（オ
モ
テ
面
）

□
日
□□

□

縦
二
・
三
ｃｍ
、
横
一
・
六
ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。

字
の
大
き
さ
は
○
・
六
ｃｍ
四
方
で
、
行
間
は
計
測
で
き
な
い
。

四
九

（オ
モ
テ
面
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４２

五
□

縦
一
。
人
ｃｍ
、
横
二
・
○
側
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に
二
文
字
確
認
で
き
る
。

大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
五
〇
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

五
〇

（オ
モ
テ
面
）

□

縦

一
・
人

ｃｍ
、
横
二

・
○

硼
の
断
片
で
あ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
面
に

一
文
字
確
認
で
き
る
。

大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
四
九
と
漆
付
着
面
ど
う
し
で
密
着
す
る
。

五

一

（漆
付
着
面
）

□
□
六
百

オ
モ
テ
面
ど
う
し
で
二
枚
密
着
し
た
断
片
の
う
ち
の
一
枚
。
縦
五
・
一
Ｃｍ
、
横
五
。
二
Ｃｍ
の

断
片
で
あ
る
。
文
字
は
漆
付
着
面
に
二
行
確
認
で
き
る
。
大
き
さ
な
ど
は
計
測
で
き
な
い
。
な

お
、
も
う
一
方
の
断
片
に
は
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。



（八
▼
左
京
二
条
二
坊
五
坪
出
土
漆
紙
文
書

第
一

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
濠
状
遺
構

一五
二

（オ
モ
テ
面
）

□
]目E

縦
六
。
九
卿
、
横
八
・
五
蝕
の
断
片
で
、
二
片
に
分
か
れ
る
。
文
字
は
オ
モ
テ
一面
に
確
認
で

き
る
。
文
字
の
上
部
に
横
界
線
と
み
ら
れ
な
曇
線
が
三
本
、
文
字
よ
り
や
や
左
に
離
れ
て
縦
界

線
が
一
本
確
認
で
き
る
。
横
界
線
の
間
隔
は
一
。
一
Ｃｍ
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
文
字
は
ほ
と
ん

ど
み
え
な
い
も
の
の
、
界
線
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
本
来
は
整
つ
た
文
書
、
帳
簿
類
で
あ
つ

・た
こ
と
．が
推
定
で
き
ち
。
空
白
部
が
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
典
籍
で
は
あ
る
ま
い
。

Ｓ
Ｄ
五
三

十
○
濠
状
遺
構

五
三

（オ
モ
テ
面
）

≒
罵
ヽ

一〇
一四
次
調
査

　

６
Ａ

Ｆ
Ｆ
　

　

　

縦
二

上
一．一
ｍ
、
横
三

Ｌ
七

伽
一の
断
片
で
、

行
間
は
二

・
三

側
、
文
字

の
大
き
さ
は

一

オ
モ
テ
面
に
二
行
四
文
字
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。

・
四
ｍ
西
方
で
あ
る
。
界
線
は
確
認
で
き
な
い
。

ゝ
や
弼
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（九
）
西
隆
寺
跡
出
土
漆
紙
文
書

茶
褐
土
下
層

五
四
十
１

（オ
モ
テ
面
）

ｘ亀
九
年
四
月
□

五
四
十
２

（オ
モ
テ
面
）

□
　
□
日
充
十
四
石
五
斗

□
婆
夷

一
人
已
上
三
ｘ

〔人
力
〕

□
□
鉄
工
二
□

第
二
二
人
次
調
査
　
６
Ｂ
Ｓ
Ｒ

０
島

輪

已
上
□⊆
人と
牙U

升

縦
九

。
二

Ｃｍ
、
横
八

・
Ｏ

ｃｍ
の
断
片
で
あ
る
。
現
状
で
、
漆
付
着
面
を
内
側
に
し
て
、
文
字

の
行
と
平
行
に
二
回
折
り
た
た
ん
で
お
り
、
大
ま
か
に
言
え
ば
四
枚
重
ね
に
な
っ
て
い
る
が
、

折
り
た
た
ま
れ
た
内
側
は
複
雑
に
し
わ
に
な
っ
て
い
る
。
復
元
的
に
展
開
す
る
と
直
径
三
〇

ｃｍ

を
超
え
る
。
ま
た
、
漆
が
厚
く
付
着
し
て
お
り
、
長
期
間
漆
液
に
付
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き

る
。
大
き
さ
及
び
漆
付
着
状
況
か
ら
、
こ
の
漆
紙
文
書
は
輸
送
用
も
し
く
は
保
管
用
の
大
型
曲

物
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
折
り
た
た
ま
れ
た
内
側
の
部
分
に
紙
の
継
目

が
観
察
で
き
る
。

現
状
で
文
字
が
確
認
で
き
る
の
は
、
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
外
側
に
出
て
い
る
面

（五
四

十
２
）
が
主
で
あ
る
が
、
分
離
し
た

一
断
片
に
つ
い
て
の
み
、
反
対
側
の
面

（五
四
十
１
）
に
も

認
め
ら
れ
る
。
両
者
と
も
オ
モ
テ
面
に
書
か
れ
て
お
り
、
本
来
同

一
の
面
で
あ
る
が
、
折
り
た

た
ま
れ
た
結
果
、
反
対
面
に
み
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
五
四
十
１
は
紙
の
継
目
よ
り
右
側
、

五
四
十
２
は
紙
の
継
目
よ
り
左
側
の
位
置
に
あ
た
る
が
、
相
互
の
位
置
関
係
は
確
定
で
き
な
い

た
め
、
三
分
し
て
釈
文
を
提
示
し
た
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
形
状
を
示
す
た
め
に
、
ま

ず
五
四
十
２
を
掲
載
し
、
次
い
で
こ
こ
か
ら
分
離
し
た
断
片
で
あ
る
五
四
十
１
を
掲
げ
、
か
つ
、

五
四
十
「
が
接
続
す
る
位
置
を
明
示
す
る
た
め
に
、
五
四
十
１
の
反
対
面
、
す
な
わ
ち
五
四
十
２

の

一
部
分
の
写
真
を
付
し
た
。

五
四
十
１
に
は
文
字
が

一
行
認
め
ら
れ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇

・
八

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
フ

亀
九
年
」
は
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
に
あ
た
る
。
紙
の
継
目
と
の
位
置
関
係
か
ら
考
え
て
、
当

該
の
紙
の
末
尾
に
近
い
位
置
に
あ
た
る
。

五
四
十
２
に
は
文
字
が
四
行
認
め
ら
れ
る
。　
一
行
日
と
二
行
目
の
行
間
は
四

・
七

甑
、
二
行

日
と
三
行
日
細
字
右
寄
せ
部
分
の
行
間
は
二

・
五

甑
、
三
行
日
本
文
と
四
行
日
の
行
間
は
二

・

五

ｃｍ
で
あ
る
。
従

っ
て
、　
一
行
日
と
二
行
日
の
間
に
は

一
行
分
の
空
白
が
あ
る
こ
と
に
な
り

（残
存
部
分
よ
り
上
で
記
載
が
終
わ
っ
た
か
）
、
二
行
日
は
細
字
右
寄
せ
部
分
に
あ
た
る
こ
と
に
な

る
。
文
字
の
大
き
さ
は
本
文

一
・
三

Ｃｍ
四
方
、
細
宇
○

・
七

ｃｍ
四
方
で
あ
る
。
な
お
、　
一
行
日



第

一
字
目
は
言
偏
の
文
字
で
あ
る
。

内
容
は
、
「□
婆
夷
」
と

「鉄
工
」
な
ど
の
人
員
に
対
す
る
米
の
支
給
に
関
わ
る
帳
簿
で
あ

ろ
う
。
「□
婆
夷
」
は
優
婆
夷

（在
俗
の
女
性
仏
教
信
者
）
と
推
定
で
き
、
尼
寺
西
隆
寺
に
ふ
さ

わ
し
い
。

文
書
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
宝
亀
九
年
の
年
紀
が
手
が
か
り
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
資
料
に

み
え
る
紙
の
継
目
が
、
も
と
も
と
別
の
文
書
で
あ

つ
た
も
の
を
継
文
と
し
て
貼
り
継
い
だ
も
の

で
あ
る
の
か
、
当
初
か
ら
巻
子
装
の
帳
簿
を
作
成
す
る
た
め
に
継
い
だ
も
の
で
あ
る
の
か
は
、

現
状
で
は
確
認
し
が
た
い
。
文
字
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
年
紀
記
載
は
細
学
部
分
に
あ
た
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
前
者
で
あ
れ
ば
文
書
自
体
の
年
紀
を
示
す
可

能
性
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、
文
書
作
成
年
が
宝
亀
九
年
以
降
で
あ
る
こ
と
し
か
確
言
で

き
な
い
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
西
隆
寺
創
建
時
点
よ
り
は
や
や
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
優
婆
夷
お
よ
び

鉄
工
に
食
糧
を
支
給
す
る
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
西
隆
寺
に
お
け
る
何
ら
か
の
施
設

の
造
営
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
該
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
食
堂
院
は
、

発
掘
調
査
の
知
見
に
よ
れ
ば
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
お
い
て
掘
立
柱
建
物
か
ら
礎

石
建
物
に
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
。
当
該
文
書
が
漆
容
器
蓋
紙
と
し
て
再
利
用
さ

れ
た
の
は
文
書
作
成
年
よ
り
さ
ら
に
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
書
の
内
容
も
、
蓋
紙
と
し
て
使

わ
れ
た
漆
塗
作
業
も
、
食
堂
院
改
修
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
一
〇
）
平
城
宮
跡
東
院
地
区
出
土
漆
紙
文
書

第
二
四
三

・
二
四
五
十
一
次
調
査
　
６
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ｓ
Ｅ
一
六
〇
三
〇
井
戸

五
五

（漆
付
着
面
）

□
志
保

縦
三

・
五

伽
、
横

一
・
八

伽
の
断
片
で
、
文
字
は
漆
付
着
面
に
確
認
で
き
る
。　
一
行
三
文
字

認
め
ら
れ
、
界
線
は
み
え
な
い
。
文
字
の
残
り
が
断
片
的
で
あ
る
の
で
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
計
測
は
困
難
で
あ
る
。
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（
一
一
）
平
城
宮
跡
造
酒
司
推
定
地
南
出
土
漆
紙
文
書

第
二
五
九
次
調
査

硼
～
○

・
入

ｃｍ
四
方
、
証
行
部
で
約
○

。
九

釦
四
方
で
あ
る
。
縦
横
の
界
線
が
確
認
さ
れ
、
縦

界
線
の
界
幅
は
約
二

。
二

Ｃｍ
で
あ
る
。
横
界
線
は
三
行
目

「得
九
段
」
の

「九
」
の
上
部
に
か

か
る
。
本
文
は
楷
書
体
で
大
数
字
を
、
双
行
部
は
行
書
体
で
小
数
字
を
用
い
る
。
界
線
の
存
在
、

楷
書
体

・
大
数
字
の
使
用
、
宮
域
内
か
ら
の
出
土
、
な
ど
の
条
件
か
ら
、
諸
国
か
ら
の
京
進
文

書
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
表
面
に
は
茶
褐
色
の
方
格
状
の
線
が
認
め
ら
れ
る
。
大
き
さ
、

形
状
か
ら
み
て
国
印
の
印
影
の
一
部
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
顔
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

内
容
は
日
積
を
列
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
洸
行
で

「損
」
（損
田
）
「得
」
（得
田
）
の
内
訳

を
記
す
。
得
田
は
町
段
歩
単
位
で
田
積
を
記
す
が
、
損
田
は

「
二
」
冨
正

の
み
し
か
記
載
が

な
く
、
損
率

（三
分
・
三
分
）
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
二
～
四
行
日
の
得
田
積
が
三
六
歩

の
整
数
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
現
存
す
る
帳
簿
の
中
で
は
、
正
倉
院
文
書
正

集

一
六
、
天
平

一
二
年

（七
四
〇
）
遠
江
国
浜
名
郡
輸
租
帳

（『大
日
本
吉
文
書
』
編
年
文
書
巻
二
、

二
五
人
買
～
一一七
一
頁
）
の
損
戸
の
爽
名
部
が
類
似
し
た
形
態
と
内
容
を
も
ち
、
『延
喜
式
』
主

税
寮
、
租
帳
条
の
記
載
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
文
書
は
租
帳
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
得
田
積
を
基
準
に
記
載
し
て
い
る
点
が
損
田
積
を
基
準
と
す
る
他
の
例
と
異
な
り
、

ま
た
、
浜
名
郡
輸
租
帳
で
は
損
田

・
得
田
積
が
二
四
歩
の
整
数
倍
で
、
日
程

一
東
あ
た
り
の
田

積
が
計
算
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
文
書
は
田
租
計
算
上
整
数
値
に
な
ら
ず
、
租

帳
と
し
て
は
不
自
然
な
点
も
あ
る
た
め
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

６

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｓ
Ｄ
一
一
六
〇
〇
溝

五
六

（オ
モ
テ
面
）

ｘ□
十
二

ｘ面
経
参
歩
律

一
町

一
段
百
八
十

ｘ段
伯
甘
参
歩
襴
症

段

ｘ□
拾
津
歩
僻
三

段
三
百
五
十
二

ｘ拾
伍
歩
僻
三

町
五
段
一酔
と

ｘ持相味十二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　^）｛氏釣

漆
付
着
面
を
外
側
に
し
て
四
つ
折
り
に
さ
れ
た
状
態
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
が
、
展
開
す
る
と

直
径
約

一
六

ｃｍ
の
円
形
に
復
元
で
き
る
。
大
き
さ
、
縁
辺
部
の
形
状
か
ら
み
て
、
漆
液
を
大
き

な
容
器
か
ら
取
り
分
け
て
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
用
い
た
皿
ま
た
は
杯
状
の
上
器
の
蓋
紙
で
あ
ろ

う
。
墨
痕
は
オ
モ
テ
面
に
六
行
、
五
二
文
字
確
認
で
き
る
。
字
の
大
き
さ
は
本
文
で
約

一
。
○
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